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Abstract（英語）
本文を日本語で記述する場合でも、論文題名・著者名・所属機関名・所属機関所在地・要旨は英語で記述してください。この要旨のフォントには10ptのTimesまたはTimes New Romanを使ってください。要旨に続き、下のように日本語の論文題名を14ptで太字のMS明朝または平成明朝（英数字はTimesまたはTimes New Roman）で記入してください。このテンプレートは本文を日本語で記述するためのものです。英語で本文を記述する場合には、JACoWの書式に従ってください。

日本加速器学会年会・リニアック技術研究会 論文投稿要領

１．はじめに
第5回日本加速器学会・第33回リニアック技術研究会では、プロシーディングスをCD-ROMにて出版すると共に従来のリニアック技術研究会と同様に、PDFファイルをWebにおいても公開致します。出版に当たってはみなさまのご協力を宜しくお願い致します。

[image: image1.wmf]論文は、英語か日本語で記述していただきます。英語の場合には、加速器の分野で最近国際的に採用されているJACoWの書式に従って記述していただきます。JACoW形式ののテンプレートは

http://accelconf.web.cern.ch/AccelConf/
からダウンドードできます。以下の説明はすべて日本語で記述する場合のものです。
日本語で記述する場合にも、JACoWの書式を日本語化したもの[1]に準じていますが、Webでの公開に伴い英語による検索・参照に対応できるよう、論文題名・著者名・所属・所在地・要旨のみは英文でお願いします。このため、JACoWとは若干書式が異なります。以下、説明文書を熟読の上、フォーマットがそろうようにお願い致します。概ねこのテンプレートにご自分の文書を挿入して行くだけで、指定の書式で投稿する事が出来る様になります。詳細は、以下に記述しますので、それぞれの指示を遵守の上ご投稿ください。
２．用紙および原稿の配置
用紙の大きさはA4版(210mm×297mm) を用いてください。本文は2段組（２カラム）とし、各ページの段の幅は、82.5mm、段間は5.3mmとなります。本文周囲の余白は、上方：37mm、下方：19mm、左方：20mm、右方：20mmとしてください。テンプレートを使う事で、これらの諸設定を気にせずに本文を書くことが可能です。テンプレートにテキストで書き込んで行くと自動的に指定の書式になります。

尚、今回はCD-ROMによるプロシーディングス出版でページ数の制限を緩くすることができますが、従来通りに投稿可能論文ページ数は、一般講演は３ページ、招待講演及び特別講演は最大５ページを目安としてください。
３．原稿の書き方
3.1 論文題名、著者名、所属、所在地、要旨、日本語題名
論文題名（英文）は全て大文字で、太字の14ptでTimes（またはTimes New Roman）を用いて記入してください。論文題名のあとに空白行を一行入れ、著者名、所属機関名、所属機関所在地の順に、それぞれを改行で区切り、空白行なしで10ptのTimes（またはTimes New Roman）を用い頭文字のみ大文字で記入してください。代表者の電子メールアドレスを記載する場合は、例のように脚注に記入してください。脚注も例としてテンプレートに入っていますので、これに倣ってください。

最後の所在地のあとに空白行を一行入れ、イタリックの10ptで Abstract と見出しをつけ、英文で要旨を記入してください。フォントサイズは10ptでTimes（またはTimes New Roman）を用いてください。

Abstract のあとに空白行を一行入れ、日本語題名を太字14ptのMS明朝（または平成明朝、英数字はTimesまたはTimes New Roman）で記入してください。
3.2 要旨
要旨は3.1で説明の通り英文で記入していただきますので、日本語での記述は不要です。
3.3 本文
日本語題名から１行を空けて、本文を２段組で記述します。本文は、10ptのMS明朝（または平成明朝）を使用してください。必要に応じて、ＭＳゴシック（または平成角ゴシック）を適宜使用してください。ただし英数字はTimesまたはTimes New Romanを使ってください。それ以外のフォントのご使用は避けてください。
3.4  章の見出し
各章の見出しには必ず番号を付けてください。フォントサイズは12ptでＭＳゴシック（または平成角ゴシック）をお使いください。太字にはしないでください。
3.5  小見出し
小見出しには通し番号を振ってください。フォントサイズは10ptのＭＳ明朝（または平成角ゴシック）をお使いください。太字にはしないでください。
3.6   使用フォントの注意
最終的にはCD-ROMによる出版だけでなくWebでの公開も行いますので、Acrobat PDFで表示可能な指定のフォントのみ（できるかぎり平成明朝、ＭＳ明朝、ＭＳゴシック、平成角ゴシック、Times、Times New Romanに限定して下さい）をお使いください。図の中であっても同様ですのでご注意ください。
3.7  文献の引用
文献は、通し番号とし、上付きのカギ括弧を使用してください[1]。既に電子出版されている文献については，URLを併記してください[2]。 

3.8  URLの参照
関連する説明等に関して、必要によっては、URLを記述する事もお勧めします。その場合は、引用するページの脚注にURLを記述してください
。
3.9  図表の挿入
図表は、例に倣ってください。シングルサイズ，ダブルサイズカラムの図例を載せています。ただし図はいったんJPEG、あるいはTIFF形式でファイル化して文中に挿入する事をおすすめします。式も同様にしてとして挿入してください。ただしMS-WORDのEquationEditorを使うことは問題ありません
なお、カラーの図、表も受け付けます。ただし図の中であっても所定のフォント以外は使用しないでください。
図表のキャプションが英語の場合には、Fig. 1、Table 1のように使用し、キャプションが日本語の場合には図１、表１のように使用してください。図または表のCaptionは、10ptのＭＳ明朝または平成明朝（日本語）、及びTimesまたはTimes New Roman（英数字）を用いセンタリングしてください。

４．ページ番号
ページ番号は入れないでください。最終プロシーディングスを作成する際に事務局編集者が通し番号で割り振ります。
５．テンプレートの利用
テンプレートをホームページからダウンロード、又はコピーしてお使いください。ダウンロードしたテンプレートは、既に所定のフォントとフォントサイズで記述されていますので、必要な場所にご自分の論文テキストをカットアンドペーストするだけで、完成します。但しMS-Word等から直接カットアンドペーストするとそのフォントとフォントサイズがテンプレートの書式を無視して貼り付けられますので、そのような方法はとらないでください。必ずテキストにしてから貼り付けるか、貼り付けの際に形式を選択し「テキスト」を貼り付けるようにしてください。
そうする事でテンプレートの指定が有効になります。
基本的にはMS WORD (Windows　or　Mac)を用いて原稿の作成をお願いします。バージョンについては、Windows95以降で、且つ、MS-Word97以降でお願いします。その他、問題がある場合、あるいは質問等はご遠慮なく加速器学会事務局（pasj5-lam33@kasokuki.com）にお尋ねください。
６．論文提出締め切り、発行、ウェブ掲載
プロシーディングス原稿は、このフォーマット（英語の場合はJACoW形式）に則って製作して頂き、ソースファイル及びPDFファイル化したものを、学会開催中にUSBメモリあるいはCD-Rなどのメディアにて提出して頂きます。プロシーディングスは、学会開催日から約２ヶ月ほどで発行、配布される予定でおります。従って、PDF化したファイルの文字化け等な発生しないようにこのテンプレートに記載した事項に留意して論文作成して下さい。

論文投稿締め切りを遵守してください。会期後に提出の場合、掲載されない可能性がありますので、ご了承ください。Webでの公開はプロシーディングスの発行後となります。加速器学会のホームページからリンクして見る事が出来る様になる予定です。
参考文献
参考文献については、下記のように参考文献番号を表示してください。参考文献は、9ptのMS明朝（英文の場合はTimesまたはTimes New Roman）で記載してください。
[1] H.Kobayashi, et al.,　 “リニアック技術研究会論文投稿要領Proceedings of the 26th Linear Accelerator Meeting in Japan, Tsukuba, Aug. 1-3, 2001

[2] 山崎鉄夫. “Preparations of Papers for the Linear Accelerator Meeting in Japan”, Proceedings of the 27th Linear Accelerator Meeting in Japan,, URL: http://lam27. iae.kyoto-u.ac.jp.
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図２：例題はExcel等で書いたものを貼り付け（カットアンドペースト）しています。





図１：原稿の配置
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